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論文内容の要旨

〔目的〕

気道上皮の構成細胞についての研究は多いが，ヒトの末梢気道を光顕的かっ電顕的に系統的検索を

行ったものはない。終末細気管支に無線毛細胞が分布することは古くから指摘され，同部から呼吸細

質管支に到る区域に分泌頼粒豊富な細胞を Clara が指摘して以来， Cìara細胞と呼ばれている。 Clara

細胞を含め，無線毛細胞は肺表面活性物質との関連，肺末梢腺癌の母細胞，予備細胞としての性格を

解明する上で重要な位置を占めると考えられる。一方，神経分泌細胞として知られる Kulchitsky 細

胞の末梢気道における分布状態についても，カルチノイド，燕麦細胞癌，ツモーレットの肺末梢発生

と関連して興味ある点である。これらの細胞を含め，末梢気道の構成細胞をヒトについて検索するこ

とは人体病理学において不可欠なことと考える。

〔方法および成績〕

材料を主として主に肺癌の外科的切除肺17例の健常部を用いた。年令は28才から 80才。男13例，女

4 例。切除後直に気管支よりカルノフスキー固定液を注入。 2 ， 3 時間後，数mmに薄切し， 2 , 3 日

固定液に浸した後，実体顕微鏡下で胸膜下1. 5cm迄の部分を観察し，細気管支と思われる管腔を含む

部分を 1 ~ 2mm角に細切し，オスミウム酸で後固定，脱水，エポン包埋後，約 2μ の薄切片としてト

ルイジンブルー染色し，細気管支を含むブロックを選別，超薄切片用とした。その他，電顕標本採取

部の近辺より光顕用標本を採取し， HE染色の他，各種特殊染色を施行した。

ヒト肺細気管支以下の末梢気道上皮の構成細胞は気道内腔に面する細胞として，線毛細胞，杯細胞，

築液細胞，無線毛細胞口上皮層基底部に位置する細胞として基底細胞， Kulchitsky細胞。 浸潤細胞と
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して頼粒白血球，リン/~球等があり，末梢に近づくに従って線毛細胞，基底細胞，浸潤細胞は少なく

なり，上皮は線毛細胞が主体を占める偽層化した状態から一層化して無線毛細胞のみで構成されるに

到る。無線毛細胞の形態は多様で、，細胞表面は不規則な比較的長い細胞突起をもつものから，疎な短

突起をもつもの，刷子縁様のもの，平滑なものがあり，細胞内器官も発達して分泌機能をもつものか

ら，貧弱で、基底細胞や肺胞 I 型上皮に類似するものがある。しかしマウス，ラットのように著しい滑

面小胞体とミトコンドリアの発達は見られず\アポクリン分泌を示唆する所見もない。細気管支肺胞

移行領域では明瞭に無線毛細胞から肺胞 I 型上皮への移行が認められる場合と無線毛細胞から徐々に

肺胞 I 型上皮ヘ移行する場合があるが，後者では両物の中間的な形態を有する細胞が見られる。一方，

無線毛細胞の中に肺胞 E型上皮の層状封入体に似た頼粒を有することがある。無線毛細胞の形態の多

様性は性，年令，担癌状態の有無による差は明らかでない。 Kulchitsky細胞の出現頻度は性差，年令

差は明瞭ではないが男の高令者にや、高い感がある。分布域の下限は肺胞直前の呼吸細気管支迄及

ぷ。

〔総括〕

1) Clara が詳しく記載した。ヒトの終未細気管支から呼吸細気管支にかけて存在する分泌頼粒豊富

な細胞は杯細胞，業液細胞，分泌型の無線毛細胞にまたがり，主体を占めるものは後 2 者と考えら

れる。

2 )マウス，ラットで指摘される Clara細胞に似た微細構造を呈する細胞はヒトでは見られない。こ

のことは肺表面活性物質産生細胞としての役割は，脊椎動物に普遍的に存在するとされている肺胞

E型上皮細胞に想定する方が合理的である。

3 )無線毛細胞の形態は多様で予備細胞としての性格が著しいと思われる。

4 )肺末梢腺癌細胞は無線毛細胞と似ていることが多く，不完全ながら線毛を持っていたり，肺胞E

型上皮細胞の層状封入体に似た頼粒を含むことがあることは 無線毛細胞の予備細胞としての性格

を考え合わせて，この細胞を母細胞とする末梢腺癌が多いことを示唆するものと思われる。

5 )肺Kulchitsky細胞の分布は肺胞直前部迄見られるが，このことはこの細胞が母細胞と考えられる

カルチノイド，燕麦細胞癌，ツモーレット等の腫壌が気道末梢域においても発生しうることの根拠

となる。

論文の審査結果の要旨

ヒト肺末梢気道上皮皮細胞に関する形態的研究をはじめて系統的に行い，特に細気管支から呼吸気

管支にかけてみられる分泌細胞の意義，ことにクララ細胞の形態を明らかにし，無線毛細胞が予備細

胞的性格をもち，肺末梢原発腺癌の母細胞となる可能性を指摘している。また，クルチッキー細胞が

肺胞直後まで分布していることをはじめて記載している。この研究は末梢気管支原発の腺癌，ツモー

レット，カルチノイド，燕麦細胞癌などの来H織発生に関して意義あるものと認める。
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